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確定拠出年金法施行令の改正に伴い、企業

型の確定拠出年金（ＤＣ）の拠出限度額が、

本年１０月１日より引上げられる予定です。

平成１３年に同制度が導入されて以来、３度

目の引上げとなります。なお、個人型につい

ては、変更はありません。 

 

企業型の拠出限度額は、公的年金と企業年

金を合わせ、退職前の所得の６割を確保する、

という考え方から算出されていました。また、

厚生年金基金の上乗せ部分の給付が、必要と

される企業年金額の５割程度をカバー出来て

いたので、「他の企業年金制度が有る」企業の

拠出限度額は、「無い」企業の半額とされまし

た。しかし、企業年金の双璧を成す、確定給

付企業年金（ＤＢ）には、拠出限度額の制限

がありません。企業型ＤＣについても、より

一層の引上げが期待されるところです。 

 

 実際の掛金拠出額が、拠出限度額一杯に達

している企業は、全体の２割弱となっている

ようです。これは、給与や役職に合わせて掛

金を増やす企業が多く、定年が近づいた時点

で上限に達するように設計されているからで 

 

＜拠出限度額の推移＞ 

 

ある、と考えられます。 

 

 この掛金拠出額の未達部分を有効に活用す

る方法として、マッチング拠出（従業員も掛

金を拠出する仕組み）が考えられます。平成

２４年１月に開始されたマッチング拠出は、

既に約４，０００社で導入されており、企業

型ＤＣ実施企業全体の２割を超えています。

マッチング拠出は、掛金の拠出時、運用時、

受領時の３度にわたって税制の優遇を受けら

れる、非常に有利な仕組みです。 

また、年金制度をより深く理解し、従業員

自らも老後に備える準備に取り組むきっかけ

ともなりますので、ぜひ導入することをお勧

めします。 

ただし、現在のマッチング拠出には、従業

員の拠出額は企業の拠出額を超えられない、

という使い勝手の悪い制限があります。これ

については、変更する方向で議論が進められ

ている模様で、早期に改善されることが望ま

れます。 

  

◇企業年金相談センター（ＮＰＯ法人企業・

団体支援日本ＦＰ協議会） 田中 均 

 

 

 

 

 

 

11 時限目：「企業型確定拠出年金の拠出限度額の引上げ」 


